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4。 オペレイティング・システムとしてのコンパイラの設計

磯田和男 ,稲見泰生 ,斉藤直之 ,中村康弘 (原研 )

0 い と ぐ ち

最初に問題になるのはユーザー側でのシステム・ プログラミ′′ングの限界である。これに

ついての意見は非常にひろい範囲に分布 レている.次の (1),(2)が その両極端であろ うo

(1)ユーザーはアプリターションに全力 をそそぐのが本筋であって,システム・ プログ

ラムは所与のものとして利用 し,不満足の点はメーカー側に指示 して行なわせ る。

(2)ユーザーは自分の業務を遂行するのに最善の電子計算機をえらび,ア プリケーシ ョ

ン・ プログ ラムの処理に必要十分なシステム・プログラムを自力で開発するのが,メ ーカ

ーから供給、されたものだけにたよるのよりも,よ り効果的に電子計算機を利用できる方法

である.

(1)の立場をとるユーザーの方が多数をしめているが,(2)の 立場のユーザーもそれほ

ど少数ではないのが現状であると思われる。 しかも (1)の立場をとっているユーザーのか

なり多くはそれほどしっかりした信念にもとづいているとは断言できない.あ らゆる分野

にわたるJOBを かかえている計算所は別として,あ る一つのユーザーの中心 となる適用

分野にはあまりひろい範囲にわたらないのが通例である。メーカー側で作られるシステム・

プログラムは′1と ん どかなり広範囲をカバーしど.んな適用分野に応 じられる ようにな って

いるのが通例であるので,ユーザー側でのかなり限 られた範囲のJ OBか らみると重点的

な目標にずれができてくる.この点で(2)の立場 とい うものを無視 してしまうわけにはい

かなくなるのではないだろうか。

原研のようなユーザーでこの表題のような計画が行なわれるようになったのも上記のよ

うなことが一つの出発点になっている。

L 現在のオペ レイテ ィング・ シ ステ ム

現在われわれが使用 しているのは I BM 704o/7044 0PERATING SYSTEM(16/
32K)で あ ってその設計原理は 〔1〕一〔5〕 にあるとお りで,非常 にすぐれたものといえ

る。ところが原研では処理 され るJOBの 99%以上 はFORTRAN Ⅳプログ ラムで あ り,

1/0部 分のきわめて少 ないものが大多数 をしめている.その点設計者のかいたウエィ ト

とわれわれのか くウエイトの間にかなりずれがある. また全体が 16Kべ ニスであって ,
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32Kの メモ リ̀―があるときはもつと効率のよいコンパイラができるのではないかと思わ
れる.原研ではコンパイル時間はかな り多 くの比率をしめているので上の点は重要である.
またシステムー般 が,原研に設置されているような低速の 1/Oユ ニットを対象に してい
ないようであった.

またわれわれがこのような点で討議 していたときには科学計算用の言語としてはFOR―

TRAN Ⅳだけしかなか った.その後 ALGOLのプロセッサ としてグルノープル大学で開
発されたもの,sHARE AL00Lの 7040/44版 ,ALCOR―ILLINOIS ALGOL
の 704o/44版 |が入手できるようになったが,IBM社 としてのDistributionで はな
い .

2。 コ ンパ イ ラ の設 計

前節でのべたよ′うに,現在のオペレィティング・ システムにふくまれているFOR TRAN

Ⅳ コンパイラとIOCSに対 してかなり改良の余地があることがわか ったので,あ る程度
われわれ自身の手でやってみたいということになった。

まず言語の選択が問題になる。まず FORTRAN Ⅳをやればよいようなものであるけれ
ども,現在の FORTRAN Ⅳ 言語を少 し拡張 してもっとゆとりのある一―未熟な人でもエ

ラーが少ないようなものがほしい,かなりFull ALGOLに近いものをとり入れたいとい

うことを考え,Static StOrage Allocationで FORTRANと 共用できるものをはじ

めに作ることに した。 FORTRAN言語のシンタクスは構成があまりよくなく,ALGOLか
ら出発 した方が後の拡張に便利であるからである.この点については根田 ‐浅井 〔7〕 を

参照されたい。

次にォベンイティング ‐システムとの関連はあまり論 じられてはいないけれども,実用

上からは重要である。モニタをシステム・モニタとプロセッサ 。モニタにわけると,訓算
センターとしてはシステム・モニタは一種類がもっとも望ましく,種類をふやすことは極

力さければならない。 したがってわれわれのコンパイラは現在のシステム・モニタ (IB―
SYS)の下に入るものでなければならない. また現在用いられているプログラム言語と

の連関性も忘れてはならない.そ うするとプロセッサ・モニタ(IBJOB)の 管理下に入
る必要もある.すなわち出力言語もきまってくる.1/O関 係ではコンパイラ自身ではな

るべ 〈パ ッファリング・ システムを利用 し,出力のオブジェタ ト・ プログラムでは必要の

ない IOCSの部分はコア常駐部か らはずれるようにする.

コンパイラの構成は次のようになっている。

(1)シ ンタイス・チェッルー

ス トンッジ・ アロケーター
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(2)ア リスメテォック・ トランスレータ

(3)イ ンデクス・アナライザーとオプテイマイザー

(4)イ ンス トラタション・ ジエネレーター

(5)ア センプラー

これは構成の点では現在のFORTRAN Ⅳ のものとはほ同じであるが内容的にはかな りち

がっている.(1)については根田・浅井 〔7〕 参照。 (2)は Floyd〔 6〕 に近いもの.(3)

はアルゴル・ タィプであるとかな りむつかしい・ (4),(5)では現在MAP をつかってい.

るのをはぶいてコンパイル終了時間をへらした .

全体として原研の1/0ユニタトの低速性を考えP haSingの 手法を採用してある。すなわち

デックごとにコンパイルを完了させるのをやめ,全デックについて各パスを行なっていく.

またリス ト処理を極力活用するようにした◆

最後にこの仕事の副産物として,システム・プログラムを実際に作 ってみるということ

は,現在使 っているものの理解にもっとも役に立つということがある。単なるトンースに

〈らべるとかなり本質的なものがつかめるようである。
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